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	三菱造船、新日本海フェリー
	および鉄道建設・運輸施設整備支援機構向け
	大型カーフェリー「けやき」の命名・進水式を下関で実施
	【命名・進水式の様子】
	丸亀工作オフィスが完成
	3月1日(金)、丸亀工作オフィスの完成を記念し、落成式典およびお披露目会が開催されました。当日は従業員やそのご家族、関係者が参加しテープカットやバルーンリリースなどのセレモニーが行われました。
	新たに完成した丸亀工作オフィスは、2階建てのオフィス棟とラウンジ棟で構成されており、社員、協力工の方々がより働きやすい環境を目指して設計され、本プロジェクトでは中堅・若手社員が中心となり、様々な意見を出し合いながら新社屋プロジェクトが進められ、快適なワークスペース、活発なコミュニケーションを生むレイアウト、社員一人ひとりの成長を支える環境を整え、利便性がよく、温かみのあるオフィスになっております。
	【外観】
	【休憩スペース】
	【執務室1】
	【執務室2】
	北極域研究船「みらいⅡ」と命名
	３月19日(水)弊社横浜事業所磯子工場で、愛子内親王殿下に御臨席を賜り、北極域研究船の命名・進水式が執り行われました。
	当日は午前中の強風・冷雨から一転して、式典開始時刻の14時半には進水の門出を祝うような青空が広がりました。
	最初に、野中厚文部科学副大臣により、本船は「みらいⅡ」と命名されました。その後、愛子内親王殿下の見事な支綱ご切断により、シーンと静まり返っていた会場全体が一斉に大きな拍手とファンファーレの中、華やかなムードに包まれました。１２０名のVIPを迎えての盛大な式典となり、横浜事業所としても忘れられない1日となりました。
	「みらいⅡ」は海洋地球研究船「みらい」の後継船として計画され、北極海域から通常の海域まで航行できる日本初の砕氷型北極域研究船となります。砕氷艦「しらせ」を始めとした各種砕氷船の建造で培ったJMUの技術力・建造力がフルに活用されています。また、本船はドップラーレーダーやROV（無人探査機）などの最新観測機器を備えているほか、デュアルフューエル発電機(舶用燃料油、LNGの二元燃料を使用可能)を搭載した電気推進システムを採用しており、環境に配慮した国際研究のプラットフォームとしての活躍に各方面から期待が...
	本船は今後、約1年8か月をかけて、艤装工事・海上試運転を行い、2026年11月の完工予定です。
	【みらいⅡに活かされている、JMUの独自技術】
	【JMUが誇る試験水槽が大活躍】
	国内で初めて！造船所への「コンパクト店舗」出店！！
	香焼工場にセブン-イレブン店舗が開店
	常石造船、世界初のメタノール二元燃料ウルトラマックスを引渡し
	常石造船株式会社は、5月13日に常石工場にて世界初のメタノール・重油の二元燃料焚き載貨重量6万5,700トン型ばら積み貨物船TESS66 AEROLINE*1（以下、TESS66）を引渡しました。
	本船は、TESS66が持つ高い積載性能と優れた燃費性能をそのままに、メタノールを燃料として使用することで、重油と比較して窒素酸化物（NOx）最大80%、硫黄酸化物（SOx）最大99%、二酸化炭素（CO₂）最大10%の排出削減を実現します。さらにグリーンメタノール*2を使用することでカーボンニュートラルを促進し、環境負荷の軽減に寄与します。
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